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WeperfOrmedthedaughterofadolescence,fOodingestioninvestigationofthemother,and
measurementofbonedensity,inordertograsptheFukuiresidentslfbodingestionpattern
DaughtershighaccordingtogroupbybonedensitywereaverageStiffnessllL9anditsmother893，
andlowdaughterswereaverageStiffness806anditsmother８２３．
ThefboditisincomparabletoacalciumsourceofsupplywasmilkanddaiⅣproducts,beansanda
soybeanproduct,fishandshellfiShes,andseaweed
ThenumberoftimesofingestionofseaweedofthemotherofFukuiPrefectureandthefeatureofa
daughter1sfoodi､gestionpatternwas32highdaughter/weekofbonedensity,andits38
mother/week,andlowdaughterswere24times/weekand27mother/weekofthoseBonedensity
acceptedingestionfiFequencyandthesignificantdifference,andwassuggested,sayingthatthe
mineralfomseaweedhasalsoaffectedbonedensity・
AsfOrtheamountsofingestion,suchasanutrient,thepositivesignificantdifferencewasaccepted
inthegroupofhighbonedensities,suchasprotein,calcium,phosphorus,nicotinicacid,andadietary
hber、
Weclarifiedtherelationwiththeingestionfoodandthedegreeevaluationofhealthwhich
participateinframefOrmation．
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骨密度bonedensityステイフネスstiffness
が豊富にあり食生活の食材として入手できるとい
うことも大きな理由である!)2)。著者らは、今ま
でに県民の海藻類の認識度や摂取量において、世
代間に差があり、また地域的にも差があったこと
緒巨
福井県民の生活満足度は、全国的にも上位に位
置している。福井県には、海の幸、山の幸の恵み
2３
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康度評価との相互関係について報告する。を報告してきた3)-7)。さらにそのことは、将来の
母性の面から本県の青年期女子の健康指標となる
食物摂取などの状態を明らかにするために家族構
成による状況についても検討している8)9)。
たとえば骨の健康づくりにおいて、青年期まで
に高い骨量を獲得しておくことは、きわめて重要
である。近年、特に若年者の生活習'慣は大きく変
化してきており、食生活や生活リズムの乱れが骨
の健康にも弊害をもたらし危倶される'0)。
一方、骨格形成は、家族の遺伝的素因にも影響
されるが、家庭の食環境も大きいことが言われて
いることから母親との関係に焦点を当て母娘の状
況を調査したln12)。
特に女性の骨量に関しては、２０歳代でピークに
達し、その後徐々に減少の一途をたどるといわれ
る。女`性では、閉経に伴うエストロゲン欠乏によ
り骨量が中高年以降急激に減少するため、骨量の
減少が大きく、大腿骨頚部の骨折の発生率は男性
に比べ、女性が圧倒的に多いとの報告がある'3)。
骨量が加齢に伴い減少するので、若年期に骨量
を高めておくことが、中高年期において骨量を高
く維持するための最大の予防理由である。生活習
`慣の中で骨量を高める要因には大きく挙げると２
つあり、ひとつには骨の構造材料にもなるカルシ
ウムなどのミネラル栄養素の摂取であり、もう一
つは骨の形成を促す最大の刺激となる運動であ
る。骨量が運動負荷による要因で大きな違いを生
ずるという報告がある'4)15)。つまり、食物摂取や
運動といった食生活を中心とする生活習慣の改善
が骨粗しよう症予防には不可欠なのである。
ところで、栄養、運動と休養に関しては、「福
井アクティブ90ヘルスプラン」に健康づくり推進
の基本指針を挙げ県民の状況が報告されている'6)。
また､福井県民健康意識調査(平成12年度)では171、
｢バランスのとれた食事をしていない」という男
`性50.6％､女性47.0％､特に｢野菜の摂取が不足して
いる」と意識している男性406％､女1性3Ｌ3％であ
る。ざらに、県民の栄養と健康に関する意識の向
上が望まれる。
本研究は、世代の異なる県民の母娘による海藻
類、牛乳・乳製品類、緑黄色野菜類、小魚類を含
めた食物摂取実態調査と骨密度測定をおこない健
調査対象と方法
１．調査対象資料
本対象者は青年期女子の本学生活科学学科学生
で2003年１月上旬に218名（年齢19.7±17歳）の
骨密度測定、生活・健康状況調査、食物摂取状況
調査および対象者の母親（47.4±４１歳）にもアン
ケート調査をおこなった。
調査に対する個人的相違は、居住地､家族構成、
家族の職業､生活活動強度などの要因で影響され
る。まず、本対象者の属』性については、居住地の
市街・海岸地域は450％（98名）および農（平野
部）・山村地域は550％（120名）であり、母親の
生活活動区分が生活活動Ⅱ（やや低い）を82.5％
占めていた｡また、家族構成は父母､祖父母または
いずれかと同居する３世代が43％を占めていた。
２．測定方法
骨密度の測定は、超音波による踵骨乾式超音波
法（Luna｢社製A-lOOO型Plus）により原則とし
て右足で測定した。身体状況調査は､身長､体重、
握力を測定した'8)''１。
３．栄養素等摂取状況
食物摂取頻度調査の記録は、母娘による自己記
入方式で７日間の食事調査をおこなった。これら
対象者に対し、1日あたりの栄養素等摂取量を栄
養計算ソフトにより算出した20)。
また、これらのデータは､多変量解析による統
計処理をおこない骨蜜度が及ぼす要因を見出すた
めの分析をおこなった２１)。
４．対象者の母親
母親は、本対象者の高骨密度群、低骨密度群の
２グループに分けた中より選出した。それぞれの
母親（42～52歳）は、本対象者よりの高い順の者
44名、低い順の者44名に協力依頼をして骨密度の
測定をおこなった。
結果および考察
１）身体的特性
本対象者の身体的特'性と体格を表１，２に示し
た。対象者の身体的特徴については、同年齢の平
均との間に大きな差はなかった。体格指数(BMI）
－２４－
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表２母親の体格表１娘の体格
｜平均値一■Ｕ＝＝
（b）食生活
食生活については42％が不規則な食事形態であ
った。これらは骨密度にも影響がみられ、三食の
うちの欠食経験者は明らかに低値傾向であった。
朝食の欠食状況は約20％が経験していた。高校時
代からすでに欠食経験があり、若い時期からの朝
食の欠食習慣による食事の不規則化は国民栄養調
査結果と同じ傾向であった24)。基本的ではあるが
規則正しい生活と１回でも欠食があるものには負
に有意（Ｐ＜0.05）であった。このことは栄養素
摂取がアンバランスになるという現代の若者の傾
向を裏付けており、骨量に影響を及ぼしていた。
食生活と骨密度の比較は、図２，３に示した。
は20.7で標準値の範囲内にあった。娘の体脂肪率
は20.7％と女性の標準値の範囲にあったが、若い
世代としては高い傾向にあった22)。
２）骨密度の状況
（a）骨密度分布
骨密度（Stiffness）の分布について､80台、９０
台が最も多く平均値は同年齢平均のStiffness92
を上回っていた。骨粗籟症検診マニュアル判定基
準による評価では'9)、異常なしであるStiffness77
以上が92％であったが、同年齢平均値を上回って
いるのは52％と少ない結果であった。また、要検
査とされているStiffness71以下が４名いた。こ
れらの対象者は、その後'０ヶ月の栄養指導を続け
た結果骨量の回復が見られた23)。
娘の骨密度分布は、図１に示した。
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図３食生活と骨密度の比較図１娘の骨密度分布
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（c）運動習慣
運動経験と骨密度の関係では、中学時代の運動
が高校、短大の５～６年の間にも影響を与えて
いることがわかった。成長期の骨格形成は、運動
と食物摂取が影響していた。
現在の運動習慣では、明らかに有意の差が認め
られ身体活動の低下が体格にも影響していること
がうかがえた。成長期から青年期にわたっては、
体を動かすことの大切さを認識したいものであ
る。すなわち、筋力は強化されると骨密度の増加
と相関するという報告がある25)。
運動習慣と骨密度の比較は、図４に示した。
（d）骨折経験および母親・祖母の関係
青年期までの骨格形成は食事、運動と関係が深
いことが明らかであることから、成長期における
骨折の経験（ヒビ、脱臼、捻挫などを含む）を調
査した。本対象者で今までに骨折経験のあるもの
は115％(Ｎ＝25)で､Stiffness90と低値を示した。
また血族との関わりについて、母親、祖母（対
象者の母方、父方の両者）の骨折の経験（ヒビ、
脱臼、捻挫などを含む自覚思い出し方法）と腰の
曲がりや腰痛について調査した。母親の骨折など
の経験においては娘の骨密度には差が見られなか
ったが、母親の年齢が更年期症状発症前後である
ことが関係していると思われる。しかし、祖母
(両者の片方に経験あり）では、腰痛がありと答
えたものの娘の骨密度が低い傾向にあった。
人間の身体の特徴は、遺伝的、環境的な因子に
左右される26)。遺伝的な娘の身体の特徴は両親に
関係することであるが、成長期にいたる娘の骨密
度は食生活など母親に属するものであり遺伝的素
因として娘の骨密度にも影響していくものと推測
された。
骨折経験と骨密度および母親・祖母との比較
は、図５，６に示した。
3）食物摂取状況
（a）食品群別摂取比較
第６次改定日本人の栄養所要量では、我々が健
康を保持するだけでなく、健康増進、あるいは生
活習`慣病予防のために１日のエネルギーならびに
各栄養素を摂取すればよいかを示されたが５年ご
とに改定されるものであり食教育の課題も多い271。
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図４運動習慣と骨密度の比較
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図５骨折経験と骨密度
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図６母親･祖母の骨折経験と娘の骨密度
本対象者の１日あたり栄養摂取量は、ＰＦＣ比
でみても娘と母親との差がみられなかった。しか
し'6食品群の摂取量充足状況から、砂糖類、嗜好
飲料、豆類、魚介類、肉類、乳類などで毎日摂る
割合について娘と母親に差がみられた。
母娘の食品群別摂取率を表３に示した。
本対象者の栄養・食品比率の比較を表４に示
－２６－
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将来の母性維持のためにも骨密度と栄養摂取状態
を知ることは本人とっても大切であり、食環境の
分野において食教育を強調すべきである。そこで、
娘の骨密度を同年齢女子の平均骨密度Stiffness92
によって２群に分類し、そこに属する栄養摂取と
の関係を推察した。
Stiffnessの差からでは、身長には有意差がな
いものの体重に差がみられた。
栄養摂取状況について、骨密度の高い者は動物
』性食品比がやや高く、低い者はでんぷん製食品摂
取が多い傾向であった。食品比率でグループ間に
影響を与えるものとして脂質の多価脂肪酸がある
と考えられる。また今回の調査結果では、摂取適
正比率に最も達していなかった海藻類、乳類に影
響があるものと思われる。
骨密度別の栄養摂取状況を表５に示した。
（c）骨密度に影響を与える食品比較
骨密度に影響を与えると思われる食品につい
て、カルシウムの供給源となる牛乳・乳製品、
豆・大豆製品、小魚、海藻類の摂取状況の比較検
討を行った。その結果、娘について高骨密度群で
摂取量・摂取回数が多く、特に牛乳・乳製品、海
藻類について有意な差がみられた。また、母親に
ついては牛乳･乳製品で有意な差がみられ、いず
れの食品も娘に比べて母親のほうが摂取量・回数
が多い傾向にあった。
した。
1日あたりの栄養摂取状況はほぼ適正な比率で
あったが、多価不飽和脂肪酸を含む魚油の比率に
も有意の差を認めた｡ここにおいても若者の魚類
摂取離れが指摘される。
（b）骨密度別食品比率の比
娘は年齢的にも骨密度の最も高い時期であり、
表３食品群別摂取率 (％）
表５骨密度別栄養摂取状況
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骨密度に影響を与える食品の比較を図７に示
した。
成長期の子どもに対しても生活習1慣病の予防の
ためには29)、骨格形成にミネラル含量の多い食品
をとることを勧めるが、今回の娘の骨密度からみ
た場合においても、カルシウムの供給源となる主
な食品の不摂食の割合がわずかながらみられた。
カルシウム供給源の食品摂取は骨密度群別で娘の
ほうにはっきり影響していた。家庭の食環境が娘
の骨密度に関係していると考えられる。
カルシウムの供給源となる牛乳･乳製品を常時
摂取すると骨密度の強度が上がるという相関関係
も認められている。しかし、本対象者の食物摂取
構造では、前報7)と同じく高骨密度群のものほど
牛乳･乳製品以外にミネラル源となる海藻類を摂
取しているということが大きな要因となっていた。
本対象者は、高骨密度群のものほど正に有意で
あった。
4）栄養摂取量状況
（a）１日あたり栄養素等摂取量の分布
栄養素摂取量は、国民栄養調査の同年齢と比較
するとどの栄養素についても摂取量が少ない傾向
だった24)。しかし脂質に占めるエネルギー比率は
適正範囲を上回り28％～30％であった。なおカル
シウム、鉄、食物繊維などは摂取基準量を下回っ
ていた。
（b）骨密度別栄養素等摂取量
前報9)では、Stiffness92以上と未満との間で
栄養素等摂取量においてタンパク質、炭水化物、
リン、マグネシウム、ナイアシン、食物繊維の成
分に有意の差があり、もっとも有意の差のある成
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況については同年齢の平均と大きな差はみられな
かった。ＢＭＩは222と理想値に近い値だったが、
体脂肪率は298％で高い傾向を示した。母親の身
体状況を表７に示した。
母親の平均骨密度はStiffness866であった。骨
密度は要検査を含め､要指導の基準であるStiffness
76以下が14％(12名)と最も多いという結果であっ
た。また娘の骨密度から検討した結果、娘の高骨
密度群の母親が高い値を示していた。
母親の骨密度分布状況を図８に示した。
（b）骨密度群別栄養摂取量
母親の骨密度を２グループに分け、栄養素摂取
量について検討した。検定の結果、有意な差はみ
られなかったが、母親についてはエネルギー、タ
ンパク質、脂質を始め全体的に高骨密度群が高い
値を示した。
（c）母親の骨密度における摂取量と骨密度の相
関'性
分にカルシウムがあった。
今回同様に骨密度に影響を与えている栄養成分
について検討したところ、タンパク質、カルシウ
ム、リン、マグネシウムなどで高骨密度群に有意
な差がみられた。また、ビタミン類のうちナイア
シン、食物繊維などで高骨密度群に有意な差がみ
られ､これらが骨密度に重要な因子と推察された。
また、母親の食事調査結果を娘の骨密度によっ
てグループ分けした結果、カルシウム、リン、食
物繊維について娘の高骨密度群に有意な差が認め
られた。
旧あたりの栄養素等摂取量は表６に示した。
5）娘の骨密度と母親の骨密度の関係
（a）母娘の身体状況と骨密度分布
対象者から高い者（44名)、低い者（44名）を
選抜し、それぞれの母親（44～50歳）８８人に協力
を得て骨密度の測定をおこなった。母親の身体状
表６栄養素等摂取量
低骨“度群目密度群ｔ検定娘:低骨笛度娘:局骨密度群ｔ検定
＊ｐ＜０．０５
－２９－
娘（､＝218）
密度群 高骨密度群 t検定
母親（､＝218）
娘:低骨密 群 娘:高骨密度 t検定
エネルギー ｋｃａｌ
たんぱく質ｇ
脂質ｇ
炭水化物９
カルシウム
リン
鉄
カリウム
マグネシウム
レチノール当量
ビタミンＢｌ
ビタミンＢ２
ビタミンＣ
ビタミンＤ
ナイアシン
コレステロール
ｍｇ
ｍｇ
ｍｇ
ｍｇ
ｍｇ
似９
ｍｇ
ｍｇ
ｍｇ
ｕｇ
ｍｇ
ｍｇ
食物繊維９
1743±413
60.8±10.9
611±1９．７
2292±５Ｌ３
477±1８９
８２６±247
7.3±1９
２１１６±665
218±６１
784±２７５
0.89±026
0.96±０．３０
８２±３９
6.0±２．５
１４３±３９
297±８８
113±３０
１７１２±390
69.5±１４５
６０２±1５９
２２４６±５１．９
573±178
1097±２２９
８７±１８
１９６２±５５５
263±５３
869±240
084±0.22
0.94±０２８
99±2９
8.7±２．３
１７６±３．８
288±８２
１３０±３２
＊
＊
＊
＊
＊
＊
１８３１±５２７
６４１±ｌ６０
６Ｌ４±233
2462±７７
５２１±1９．６
８１４±２５８
7.9±２３
2150±６６７
236±７０
720±２６８
０８９±０２５
０．９７±０３２
８０±３２
7.4±３．０
１４，５±４１
２９１±９０
ｌＬ７±３９
1832±３８６
６３３±138
59.3±161
248.0±5７
585±１５５
１０５６±２１７
7.8±1９
２１２１±６１０
236±６１
812±２７６
085±０２１
093±０２３
95±3４
8.2±２５
１６４±３６
303±８０
１４６±３８
＊
＊
＊
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る食物摂取状態の調査と骨密度測定をおこない、
骨格形成に関与する日常の摂取食品類と健康度評
価との因果関係を明らかにすることができた。
青年期女子の日常的な食生活状態の調査では、
国民栄養調査の同年齢結果とほぼ同じ傾向を示し
ていた。
骨密度測定の結果､骨密度平均測定値は､Stiffness
95で同年齢平均のStiffness92を上回っていた。
しかし、身体的にはまだ発育途中とはいえ低い値
のものにとって骨密度を高めておく必要がある。
また､平均骨密度による群別で高い娘はStiffness
llL9、その母親893であり、低い娘はStiffness
806、その母親823であった。食環境に関する面
では、骨格形成に関係するカルシウムの供給源と
なる牛乳･乳製品、豆・大豆製品、魚介類、海藻
類の摂取と骨密度の強度に相関関係が見られた。
本県の食物摂取構造の特徴は、家庭における母
娘とも牛乳･乳製品以外にミネラル源・食物繊維
源である海藻類の摂取についても大きな因子とな
っている。海藻類の摂取回数は1週間あたり、骨
密度の高い娘３２回、その母親3.8回であり、低い
娘は2.4回、その母親２７回であった。骨密度と摂
取回数には有意の差を認め、母娘間に高い相関関
係があることを認めた。このことから海藻類の摂
取により海藻のミネラルが骨密度に影響を与えて
いることが示唆された。
娘の骨密度別平均栄養素等摂取量を比較した
結果、タンパク質、カルシウム、リン、ナイアシ
ン、食物繊維などで高い骨密度のグループに正の
有意な差が認められた。
本県の世代の異なる母娘の食物摂取パターン
は、食物摂取調査および骨密度から骨格形成・維
持にとって遺伝的要因や運動の影響の他に母親に
よる食環境・食育に影響しているものと推察した。
表７母親の身体状況
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図８母親の骨密度分布
娘全員の２グループ別では、母親同士の栄養・
食品摂取比率に差がみられなかった。また、母親
88名の平均骨密度Stiffness86以下を低骨密度群、
86以上を高骨密度群として検討したが、栄養・食
品比率で有意な差がみられなかった。しかしなが
ら'6食品群別の摂取量の充足では、高い母親は低
い母親より充足率が高かった。その中で共通する
海藻量は娘、母親に差がみられ高い相関関係を認
めた。そのため、海藻量が骨密度に関係している
と考えられる。
まとめ
わが国の２１世紀における国民健康づくり運動
(健康日本21）の施策29)が推進されてからも食環
境は、都市化・核家族化の進行、就労女性の増加、
外食産業や食品産業の発展とともに著しい変化を
みせている。そして、食環境の変化とともに食生
活様式や食パターン、食行動、栄養素摂取状態も
著しい変化をみせ、運動、休養と並んで問題点も
種々みられるようになった。
本研究では、世代の異なる福井県民の母娘によ
本研究の要旨は第50回日本栄養改善学会（平成
15年岡山県)、第31回北陸公衆衛生学会（平成１５
年石川県）において発表した。
本研究は平成14年度仁愛学園後援会特別研究助
成および平成15年度仁愛女子短期大学共同研究助
成の承認による研究計画に伴う分野をまとめたも
のである。
3０－
項目 全体
年齢（歳）
身長（c、）
体重（kg）
体格指数(BMI）
体脂肪率（％）
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なお、調査対象の本学生活科学学科学生および
母親には､本研究に関してご協力いただきお礼申
し上げます。
骨密度測定には､JA福井県厚生連合協同組合関
係の方々にご協力いただきお礼申し上げます。
（口頭発表)、（2003）
12）新庄絹代他：青年期女子の栄養素等摂取と骨密度の影
響第３１回北陸公衆衛生学会講演集、（口頭発表)、
（2003）
13）折茂肇他：第３回大腿骨頚部骨折全国調査成績、日
本医事新報、3916、（1996）
14)佐藤哲也他：運動と骨粗霧症、医学のあゆみ、１６５，９，
（1993）
15）高田和子、矢作京子：中高年女性の骨密度と運動・
牛乳摂取の関係、食の科学、１２、（310)、（2003）
16）福井県福祉環境部健康増進課：県民栄養の現状・平成
12年度県民健康意識調査（2003）
17）福井県福祉環境部健康増進課：福井アクティブ90ヘル
スプラン（1999）
18）藤沢良知編：栄養･健康データハンドブック、同文書
院、（2002）
19）厚生省編：老人保健法による骨粗しよう症検診マニ
ュアル、日本医事新報社、（1997）
20）吉村幸雄他：エクセル栄養君Ｖｅ｢３０、食物摂取頻度
調査（ＦＦＱｇ)、建帛社、（2001）
21）菅民朗：多変量統計分析、現代数学社、（1996）
22）厚生統計協会編：国民衛生の動向、厚生統計協会、
（2002～2003）
23）著者ら：未発表
24）厚生労働省：平成14年度、平成13年度、平成12年度
国民栄養調査結果
25）長瀬博文他：超音波式踵骨量測定装置を用いた骨量と
その関連要因についての横断的研究、日本公衆衛生学
会誌、４６，９、（1999）
26）木村修一他（翻訳監修）：最新栄養学（第８版）専門
領域の最新情報、建帛社、（2001）
27）健康･栄養情報研究会編：第六次改定日本人の栄養所
要量食事摂取基準、第一出版、（1999）
28）岡田知雄：子どもの生活習慣病の改善と牛乳摂取の
効果、食の科学、12、（310）（2003）
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